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れた行動をとる 3 性格の 7 次元で捉えたクロニンジャー理論を基に主に仮説検証により関連を検討した。その結果，怒
りの感情制御方略は無意識的な気質である損害回避と報酬依存という行動を抑制または維持する傾向が伺えた。また，
抑制や認知的再評価と関連する第 3 者への表出との関連も伺えた。それはまた，女性により顕著であることが示唆され
た。さらに，ビッグファイブ理論に基づく尺度と比較した結果，5 因子特性の中で誠実性は上述の 2 気質と，調和性は
意識的な行動である 2 性格との関連を示した以外，外向性・神経症傾向・開放性はクロニンジャー理論の気質・性格の
両面での関連を示した。 
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 東海地方在住の大学生 240 名，関東地方在住の大学生
30 名，関西地方在住の大学生 80 名の計 320 名（男性 107
名，女性 203 名，不明 10 名）を調査対象者とした。有効
回答数は 291 名（男性 96 名，女性 192 名，不明 3 名），
平均年齢は 20.26 歳（SD = 2.28）であった。 
3-2．調査時期 




















3．RD（報酬依存） 0.40 ** -0.27 **
4．PS（固執） 0.20 ** -0.22 ** 0.21 **
5．SD（自己志向性） 0.17 ** -0.62 ** 0.36 ** 0.53 **
6．CO（協調性） -0.20 ** -0.25 ** 0.29 ** -0.19 ** 0.21 **
7．ST（自己超越性） 0.35 ** 0.08 0.07 0.42 ** 0.07 -0.41 **
8．建設的抑制 0.08 0.02 0.05 0.16 ** 0.05 0.11 0.05
9．一方的表出 0.13 * 0.13 * 0.15 * 0.06 0.01 -0.17 ** 0.01 0.26 **
10．建設的表出 0.06 0.04 0.12 * 0.07 0.03 0.05 0.04 0.47 ** 0.41 **
11．抑制 0.00 0.41 ** -0.08 -0.03 -0.25 ** -0.08 0.00 0.46 ** 0.63 ** 0.42 **
12．第三者への表出 0.22 ** 0.10 0.37 ** 0.18 ** 0.10 0.03 0.08 0.44 ** 0.46 ** 0.41 ** 0.51 **
－
















（2）日本語版 Ten Item Personality Inventory ;TIPI-J（小
塩・阿部・カトローニ，2012） 
ビッグファイブの 5 次元（外向性，協調性，勤勉性，
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性欲求（NS）と感情制御方略の一方的表出（ r = .13， p 
< .05），第三者への表出（ r = .22， p < .01）共に弱い正
の相関が見られた。HA（損害回避）では，感情制御の一
方的表出（ r = .13， p < .05）に弱い正の相関，抑圧（ r 
= .41， p < .01）に中程度の正の相関がみられた。また，
RD（報酬依存）では，感情制御の一方的表出（ r = .15 ， 
p < .01），建設的表出（ r =.12 ， p < .01）共に弱い正の
相関，第三者への表出（ r = .37， p < .01）は中程度の
正の相関がみられた。さらに，PS（固執）では，感情制
御の建設的抑制（ r = .16 ， p < .01），第三者への表出
（ r =.18 ， p < .01）共に弱い正の相関がみられた。一
方，性格の SD（自己志向性）については，感情制御の
抑圧（ r = -.25， p < .01）に中程度の負の相関がみられ































M SD M SD
NS（新奇性追求） 28.50 5.11 28.47 4.50 0.05
HA（損害回避） 24.89 6.18 26.98 5.62 -2.82 **
RD（報酬依存） 21.49 3.64 22.67 4.24 -2.27 *
PS（固執） 13.83 3.71 14.30 3.20 -1.07
SD（自己志向性） 28.90 5.55 29.11 6.00 -0.27
CO（協調性） 30.63 6.03 31.29 5.36 -0.93
ST（自己超越性） 17.40 5.96 17.70 5.04 -0.43
建設的抑制 19.10 7.34 19.97 4.91 -1.19
一方的表出 20.57 6.09 22.31 5.57 -2.40 *
建設的表出 14.47 5.53 15.37 6.06 -1.21
抑制 15.17 5.90 17.70 4.37 -4.06 ***




* p  < .05 , ** p < .01，*** p < .001
表 ４．クロニジャー７特性の重回帰分析の結果
1．NS（新奇性追求） 0.13 0.06 0.03 0.09 0.08
2．HA（損害回避） 0.06 0.20 ** 0.10 0.40 *** 0.26 ***
3．RD（報酬依存） -0.07 0.24 ** 0.09 0.01  0.37 *** 
4．PS（固執） 0.26 ** 0.01 0.07 0.14 0.14
5．SD（自己志向性） -0.10 0.10 0.00 -0.10 0.03
6．CO（協調性） 0.23 ** -0.26 *** 0.08 0.02 0.00
7．ST（自己超越性） -0.01 -0.15 * 0.00 -0.09 -0.05
adj.R 2 0.04 * 0.09 *** 0.00 0.16 *** 0.18 ***
注．表中の数値は標準偏回帰係数（β）を示す。






























































 その結果，クロニンジャー理論の 7 特性における気質
面の4特性において，損害回避（HA）（t = -2.82 ， df = 276，  
p < .05），報酬依存（RD）（t = -2.27，df = 275， p < .01）
で男性よりも女性の方が有意に得点が高かった。一方，
性格面の 3 特性には性差は見られなかった。 また，怒
りの感情制御方略では，一方的表出（t = -2.40 ， df = 281， 
p < .05），抑制（t = -4.06 ， df = 280 ， p < .001），第三
















4-6．TCI60 と TIPI-J との比較 
B SE　 B
（説明変数）
建設的抑制 0.26 0.07 0.22 ***
一方的表出 0.25 0.08 0.21 **
建設的表出 0.14 0.07 0.12 *










NS（新奇性追求） 0.36 ** 0.02 -0.03 -0.10 0.35 **
HA（損害回避） -0.47 ** 0.48 ** -0.10 -0.35 ** -0.30 **
RD（報酬依存） 0.42 ** -0.06 0.11 0.11 0.22 **
PS（固執） 0.30 ** -0.10 0.01 0.35 ** 0.38 **
SD（自己志向性） 0.40 ** -0.37 ** 0.20 ** 0.46 ** 0.44 **
CO（協調性） 0.10 -0.10 0.31 ** 0.03 -0.09
ST（自己超越性） 0.14 * 0.05 -0.09 0.11 0.24 **






















 その結果，クロニンジャー理論 の気質 4 特性において，
新奇性追求（NS）と外向性（r = .36， p < .01）および開
放性（r = .35， p < .01）で中程度の正の相関がみられた。
損害回避（HA）と外向性 (r = -.47， p < .01），開放性（r 
= -.30， p < .01）および勤勉性（r = -.35， p < .01）には
中程度の負の相関を示し，神経症傾向（r = .48， p < .01）
とは中程度の正の相関を示した。また，報酬依存（RD）
は外向性（r = .42， p < .01）と中程度の正の相関を示し，
開放性（r = .22， p < .01）と弱い相関を示した。そして，
固執（PS）と外向性（r = .30， p < .01），開放性（r = .38， 
p < .01）および勤勉性（ r = .35， p < .01）に中程度の正
の相関を示した。 
次に，クロニンジャー理論の性格 3 特性では，自己志
向性（SD）では外向性（r = .40， p < .01），開放性（r = .44， 
p < .01），勤勉性（r = .46， p < .01）に中程度の正の相関
を示し，調和性（r = .20， p < .01）は弱い正の相関を示
し，逆に神経症傾向 (r = -.37， p < .01）では中程度の負
の相関を示した。また，協調性（CO）は調和性（r = .31， 
p < .01）のみに中程度の正の相関を示した。さらに，自
己超越性（ST）では外向性（r = .14， p < .05）および開







TCI60 とビッグファイブや 5 因子論を基とした尺度の短






























































































































































情制御方略に性差が生じたのは，HA だけでなく RD に
も気質的特性に性差が存在することの裏付けを示してい
ると思われる。 
5-5．TCI60 と TIPI-J の比較・検討 
5-5-1．外向性 
TCI と TIPI-J との相関分析でビッグファイブ理論にお
ける 5 因子のうちの外向性は，クロニンジャー理論の 7













































































的抑制は 3 性格では CO のみに関連が見られた一方で 4
気質のうちの固執（PS）の影響も明らかとなった。また，
いずれの感情方略も第 3 者への表出との関連が見られた
が，クロニンジャー7 特性では HA と RD の 2 気質が第 3
者との関連を明らかにした。クロニンジャー7 特性とビ
ッグファイブ 5 特性との比較も同様に，外向性・開放性
は 4 気質との相関を示したが，外向性は SD・ST の 2 性
格と，開放性は ST の 1 性格との相関を示したように意
識的・無意識的の両面性を含むことが明らかになった。
神経症傾向も気質の HA と性格の SD との相関という両
面を示した。一方で，勤勉性は HA と PS の 2 気質のみ
と関連し，調和性は性格の CO だけでなく SD の 2 性格
との相関を明らかにした。 
神経伝達物質との関連においても，クロニンジャー7
特性の NS とビッグファイブ 5 特性の外向性はドーパミ
ンの作用に関連するはずであるが，NS 自体は怒りの感
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environmental structure of the Tridimensional 
Personality Questionnaire：Three or four temperament 



























On the relationship between college students’ emotional control and Cloninger’s 
personality theory 
 




We wonder what kinds of strategies for controlling emotions, such as delight, anger, sorrow, and joy, are used 
by human beings, and how individuals learn the strategies for controlling emotions. In this study, we  focused 
on “anger” which, among different types of emotion, greatly affects interpersonal relationships and 
conducted hypothesis tests to examine the relations based on Cloninger’s theory, which defines personality 
by 4 temperaments(unconscious and automatic responses) and 3 characters (conscious, intentional and 
planned responses). The study revealed that emotional control strategies for anger tend to control or 
maintain harm avoidance and reward dependence dimensions of temperament, which are unconscious 
responses. The study also identified relations with the expression to a third party, which is related to control 
and cognitive reappraisal. This trend was more apparent among women. Furthermore, comparison with the 
scale based on the Big Five Inventory indicated that Contentiousness showed a relation with the 
above-mentioned 2 temperaments and Agreeableness with 2 characters which are conscious responses. The 
remaining Extraversion, Neuroticism and Openness to Experience showed the relations with both 
temperament and character of Cloninger’s theory. 
Keywords：Emotion regulation Personality Cloninger’s 7model  Big-Five 
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